（仮称）自治基本条例市民検討チーム第５回会合

第３グループ討議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年５月１６日（火）午後７時10分　～　８時10分

	場　　所　　　　　　　鎌倉市福祉センター２階　第１・２会議室

	メンバー：山村みや子、大窪瑞麿、小田切知彦、福元仁、片貝千尋、新村正純、毛馬内道夫、

平倉誠

議事進行担当：（司会）児島晃、（司会補佐）幸道和宏

事務局：茶木和夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	グループ討議の概要

□進行内容

1． この会への参加の動機、自治基本条例策定への思いなどを1人ずつ順番に述べた

2． 準備会メンバーより運営委員選出の趣旨、役割内容、選出方法等について説明があった

3． 自薦、他薦による運営委員の選出をおこなった

○応募動機

　・鎌倉を少しでも良くしていきたいとの思いから応募した

· どうしたら、市民の意見が行政に取り入れられるようになるか考えていきたい

· 市と何らかの接点を持ちたい。最初の講演会の「３等市民」という講師発言に乗せられ、反省もあって参加した

· 13年前に現役を退いた。その後の参画に関する市民意識がどう変わって来たかを知りたい。また市民の集約された意見を市長がどう行政に反映させていくかの部分にも注目している

· 2年前に大学を卒業し、卒論に鎌倉のトラスト運動を書いた。鎌倉は、他市に比べ市民参画が柔軟におこなわれているのではないかと思っている。検証の意味からも応募した。

○運営委員会について

· 運営委員会には、若い人や女性が入ったほうがいい

· あまり人数が多いと意見がまとまらない。15人位がいい

· 会議全体の舵取り、運営だけなら人数は多くない方がいい。準備会13人+αでいい

· 若い人でなければ分からない事柄もあるし、年功者の経験も必要な場面もある

· 全員何かしらの役割を負うべき

· 全員が、自分の得意な分野で会に貢献するのが良い

○自治基本条例の検討方法、その他

· 社会的にものすごく大きな変化が起きている。行政の実情についてよく知ることが必要

· 自治基本条例は、時の市長を条例で拘束することになる。大きな任務を持っている。

・まず、行政に何が足りないのか、行政の総点検の作業が必要

・日本人は個人の権利の主張が強く、大局を見ていない。

· 条例制定後、参加メンバーに市民栄誉賞、感謝状くらい送ってもいいのではないか。

【選出運営委員】計６名

大窪瑞麿、片貝千尋、児島晃、山村みや子、幸道和宏、平倉誠

　




